
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

昆蟲の榮養に及ぼす食餌の影響 : 第一報 樟蠶
DICTYPLOCA JAPONICA, MOORE. に就ての觀察

尾藤, 省三
九州帝國大學農學部生物化學教室

https://doi.org/10.15017/20822

出版情報：九州帝國大學農學部學藝雜誌. 4 (5), pp.489-498, 1931-12. 九州帝國大學農學部
バージョン：
権利関係：



第 四 巻 第 五 號 九州帝國大學農學部學藝雑誌 昭 和 六 年 十 二 月

原 著

昆蟲 の榮養 に及 ぼす食餌 の影響

第一報 樟蠶 DICTYPLOCA JAPONICA, MOORE. に就ての観察1)

尾 藤 省 三

(昭和六年五月+九 日受領)

1緒 言

多食性昆蟲 が食餌植物を異にして生長す る場合,そ の植物σ)相異が昆蟲の榮養上如何なる

關係あるかは昆蟲 生理學上甚だ興味ある問題なり。,

從來樟蠶 の食餌植物 として知 られたるものに,い てふ ポ プラ

 yrigra),

(Ginkgo biloba), (Pojrrlrrs

くるみ か しは あかが し

くぬぎ くり くす うる

し ぬるで とちの き ひや くぢ

つ こう 等 あ り。

 (Ju  ions siebaldiana),

(Quercus acntissua),

(R has vernici f era),

(I_agerstraemia intica)

(Quercns deutata),

(Castanea saliva),

(Rhns semi-alata),

(Quercus acuta),

(Cinnamomum cam thora), 

(fl esculus turbinata),

以上のうち北九州に於て最 も普通なるはポプラ,樟 及び公孫樹の三種 なり。著者は昭和五

年 これ ら植物に寄生せる樟蠶 を採集 し,そ の発育経過の状態を観察 し,絹 質物生産最を比較

し,産 卵量を調査 し更に進んで食餌植物葉の化學組成 と蛹体の化學組成 とを比較研究せ り・

袈にその牧 め得たる結果の大要を報告せんとす。

II材 料 及 び 方 法

本實験に供せし材料は次の場所より採集せり。

ポプラ 福岡縣箱崎町九州帝國大學構内

樟 同 上 箱崎八幡宮境内

公孫樹 同 上 一光寺及九州帝國大學構内

1)九 州帝國大學農學部 生物化學教室 邦文報告 第53号



供試昆虫は幼虫及び蛹を採集 し其後幼虫飼育の必要ある場合は九州帝國大學農學部構内の

生木に放養飼育 し,尚 化學分析に供用せ し蛹は化蛹後7日 乃至10rlの ものを以てせ り。

食餌植物葉並に蛹体 の化學分析は何れも乾燥粉末となし常法に撮つて行ひ,幼 虫体 液の分析

は著者(1)嘗 つて家蠶 の体液に就て行ひし方法に準じた り。

III實 験 成 績

A・発育 経 過

食餌として撮取せ る植物の相異に依 りて樟蠶幼虫の発育経過に遅速あり。各齢経過につい

ては数量的調査を欠 くも営繭の時期は著者の採集せ し材料並に野外σ)ものにつきτ観察 せ る

結果 よりして大髄次の如し。

ボ ブラ葉を餌食せ しもの 六月上旬

樟 葉を餌食せ しもの 六月中旬

公孫樹葉を餌食せしもの 六月下旬

両採集せ し材料につき調査 したる経過第一表の如し。

第 一 表

沢プラ葉な食せ こもの

樟葉た食せ しもの

公孫樹葉た食ぜしもの

調 査 月 日 幼 虫 替 繭 未 化蛹 蝋

%%%6月
22日2・026.072.0

6月290lo298.0

7月6日00100

6月22圓22・628・349.1

6月29日09・3go.7

7月 「6日00100

6」 目22日56・933・89.2

6月29日4・830.564.7

7月6日1・02.097.6

次 に羽 化 の時期 を調査せ しに これ亦多少の遅速 あ り。

幼虫期 に公孫樹 葉を食 せ しもの は10月12日 よ り11月12日 に いた る間に,樟 葉を

食せ しものは10月12日 よ り11月20日 に いたる間 に,ポ プラ 葉 を食 せ しものは10

月22日 よ り11月26日 に いたる間に初化せ り。



B・体 重 量

発育経過の異 ると共に体重に も亦著 しき蓬庭あり。幼虫,蛹,成 虫の各期を通じてポプラ

葉を食せしもの最 も大にして樟葉を食せ しもの之に次 ぎ,公 孫樹葉を食せしもの最 も小なり。

第 二 表体 重 量(対 百頭 武数)

幼 虫

蛹成 虫

ポ プ ラ葉 を食 せ しもの 樟 葉 を食 せ しもの 公 孫 樹 葉 な食 せ し もの

6十 ♀12001000730

63713522go

♀'630498376

δ1368562

♀376240143

第 三 表蛹体 重 の個体変 異(各体 重な有すろ蛹数)

公 孫 樹 葉 な

食 せ し も の

ボ プ ラ 葉 な

食 ぜ し も の

c・ 絹 質 物o)生 産

繭層量並に繭層歩合を調査して絹質物の生産量を比較せ しに第四表の如 く繭層量はポプラ

葉を撮取せ しものに多 く,樟葉を掻 りしもの之に次ぎ公孫樹葉を播 りしも最 も砂 し。両後二

者に於ては雌雄の絹暦量相似たるに濁 りポ プラ葉を食せしものに於てのみ雌の繭層量は雄の

それに比 し著 しく多し。

繭層歩合はポ プラ並に樟葉を癬 りしものに多くして公孫樹葉を掻 りしもの稽少 し。

両繭層の一定量を取 りて窒素を定量せしに原量の16・16%あ り
,之 に依つて絹質物として

生産 されし総窒素量を算定せ り。

樟蠶 の絹質性状の応用 的事項に關しては別に報告する虎 あるべ し。



第 四 表 絹 質 物 の 生 産 量(対 百頭)

繭 重 量(武)

繭層量(瓦)

繭 層 歩 合(%)

雌雄平均繭層量(瓦)

同 上 窒素量(瓦)

D.産 卵 量

樟翼の産卵は概ね数 日の長きに亘るものなれば本調査に於ても母蛾の自然死にいたる迄の

産下を加算せ り。幼虫期にポプラ葉を餌食せし成虫は産卵量断然多 く,樟 葉を餌食せしもの

之に次ぎ,公 孫樹葉を食せ しものは産卵数少 く卵の蜜重叉小な り。産卵量の多少は蛹体 重の

大小 と李行の關係にあり。

第 五 表 産 卵 量

産 卵 数対 百粒重量(瓦)

ポプラ葉を餌食せ しもの3070.453

樟葉も餌食せ しものIg60.446

公孫樹葉餌食せ しもの1480.361

E・ 食餌植物葉の化學的組成

ポ プラ,樟 及公孫樹の三種食餌葉につき分析比較せしに第六表に示す如 く水分は ポゾラ,

公孫樹葉は何れも約70%な るに樟葉は遙かに少 く58・47%な り'。粗蛋白質 及び灰分はボゾ

ラ葉に最 も多 く樟葉之に次ぎ公孫樹葉最 も少 し。可溶炭水化物は樟葉に多 くポ プラ葉,公 孫

樹葉の順に少 くな り,エ ーテル浸出物 も樟葉に多 くして公孫樹葉之に次ぎ,ポ プラ葉最 も少

し。

第 六 表 食餌葉の化學的組成 生葉百分中

ポ プ ラ 樟 公 孫 樹

水 分 ・70・1858・4770・38

乾 物29・8241・5329・62

全 窒 素o。9760。8570・624



粗 蛋 白 質6・lo5・363・go

可 溶 炭 水 化 物7・289・406・91

エ ー'S'1tZ浸 出 物1・713・dg2・23

灰 分2・672・301・91

F.幼蟲体 液

ポ プラ葉並に公孫樹葉を餌食せる幼虫 につ きその体液を採取 して二三の化

學的戒分を比較せ し結果次表の如し。

 (full growth)

第 七 表 幼虫体液の化學的組成(体 液百蝿中礒数)

ポ プ ラ葉 を餌 食 せ しもの 公孫 樹葉 な 餌食 せ し もの

水 分68・93m9・93・23m9・

固 形 物14・7110・46

イf機4勿14・089・93

ゴ蝉… 機 牛勿o・630・53

全 窒 素2・0441・414

至i{白 質 紫 素L7360・936

蛋 白 質ro・8505・846

公孫樹葉を餌食せ る幼虫の髄液はポプラ葉を食せる幼虫のそれに比 して水分多く固形物に

乏し,殊 に蛋白 質の疑に於て著 しき蒐異あり。

G.蛹体 の 化 學 的 組 成

幼虫期に於て食餌葉を異にせ る各蛹につき化學分析を行ひて其体組成を比較せしに次表の

如き結果を得た り。

第 八 表蛹体 の 化 學 的 組 成

新 鮮 物 百 分 中

ポプラ葉を食せしもの 樟葉奄食せしもの 公孫樹葉な食せ しもの
　　 　 ロ ドの　　　　 　

雄 雌 雄 雌 雄 雌

水 分70・5570・5072・2171・1273・5673・50

乾 毒勿29・4529・5027・7923・8826'4426・50'

粗 蛋 白 質16・8818・5916・7819・5818・3919・71

粗 脂 肪9・687・328・576・176・264・52

グ リ コ ー ゲ ン2.022.531・872・481・491・58

灰 分1・121・Oli・081・OII・III・00



金 窒 素2・702。972・6853・1332・9433・048

乾 物 百 分 中

粗 蛋 白 質57・3163・oo60・3867・8169・5674・38

粗 脂 肪32.8824・8030・8321・3523・6717・95

ク・ リ コ ー ゲ ン6.878.586.728.585・635・95

灰 分3・803.413・873・514・303・78

i対百 頭 絶対 量(式)

水 分261・74444・15254・18353・82213・32275・99

章乞 牛勿Io9。26185・8597・82143・6376・6899・51

粗 蛋 白 質62・625117・IIア59・06697・41153・33174・olI

粗 脂 肪35.gl346.II630.16630.69618・15416・973

ク・ リ コ ー ゲ ン7・49415.9396・58212・3334・3215・933

灰 分4・1556・3663・8025・ol53・2193・755

全 窒 素Io・ol718・711g・45115・5878・5351L445

上表に依つて明 らかなる如 く百分傘に於ては各区 ともに雄蛹 は雌蛹 に対して 脂肪及び灰分

の量に富み蛋白質及びグ リコーゲンの量に乏し。脂肪及びグ リコーグンの二者は幼虫期にポ

プラ葉を摂取 せしものに最 も勝 り,樟 葉を摂り しもの之に次ぎ,公 孫樹葉を撮 りしもの最 も

劣 り,水 分及び蛋 白質は之と全 く相反す。

IV考 察

発育纒過並に膿組成にか ・る差異を生ずるは食餌葉の影響に依る事明 らかにして,本 實験

に於ては三種植物中ポプラ葉最榮養良好にして樟葉之に亜ぎ公孫樹葉最 も不良な りと云ふを

得べ く,之 れかつて篠田統博士(14)の 指摘 したる腿 と一致す。ポプラ葉を掻 りたるものは

幼虫の発育 旺盛にして艘肥大 しH.つ脂肪及グリコーゲンの如 き貯藏養分の蓄積量を増 し,k

めに蛹期間 延長 し羽化遅延 す,両 産卵量著 しく多し。之に反し公孫樹葉を撮 りたるものは幼

虫の発育 不活濃に して経過邊延 し燈弱小な り,叉 髄液は水分多 くして蛋白質に乏しく,髄 成

分に於ても脂肪 及び グ リコーゲンの蓄積量少 くために蛹期間 短縮 さる。家蠶 に於て も門前

博士(9)は 人工的に榮養便値を劣下せしめたる桑葉を以て飼育せ しに経過長 く体重小 なる

結果を得たり。 今ポプラ,樟,公 孫樹の三種飼葉の窒素百分率の比数 と蛹体窒素及び繭層窒

素の合量(換 言せば体質留存窒素 及び絹質物窒素の総和)の 比数 とを対比するに全 く相一致



せ るを認むぺ し。

ポ プ ラ 樟 公孫 樹

餌 葉 窒 業 百 分 率(%)o・9760・8570・624

同 上 比数Ioo87・864・9

蛹体窒 棄 量 十繭層 窒 素 量(瓦)21・08718・37713・587

同 上 比 数Ioo87.164.4

これ らの体質並に絹質物窒素は悉 く之を摂取 する餌葉に求めざる可か らず。平塚博士(6)は

家蠶 の榮養に關す る研究に於て体質の造成,絹 質物の生産等の方面より考ふれば飼料の窒素

も亦榮養価値 を支配すべき重要なる要素なりと論じ,叉 井上博士(8)は アミノ酸類を桑葉に

添附して家蠶 を飼育し繭綜の生産量を著しく増加せ しめたり。

之によつて按ずるに餌葉中の窒素量の著しき相異は樟奮の榮養上に第一に影響を及ぼし,

その体質留存並に絹質物窒素量を支配せるものと首肯 し得べし。況や餌葉中炭水化物は何れ

も相當多量に存在 して榮養に支障を來す可 き差異を認 めざるに於てをや。蛋白質の豊富なる

餌葉を撮 りたる時は体質の造成を順調ならしめ從つて脂肪及びグ リコーグン等を蓄積 するの

余裕あらしむるものと説明し得ぺ し。

更 に特殊成分の生長に対す る促進或は抑制等の作用に關 しては本研究の範囲 に於て窺知 し

得べか らず。最近山下,佐 藤両氏(17)は 公孫樹葉中シキミ酸(C7H、。05)の存在を確 め,古

川周氏(4)は 公孫樹葉より

及び の五成分を抽出し,果 して昆虫に有毒なるものなりや否やは未だ+分 確認す

る域に達せず と云へり。樟葉中には樟磯並に樟脳油の多量を含有 し,ポ プラ葉中には或 る種

の配糖体及びサ リチール酸存在する事知 らる。これ等特殊成分の生理作用に關 しては今後の

研究に待たんとす。

C23H4004

 CIIH12042H20, C16HT2O6i H2O, ginual (C27H560), phytosterin

V総 括

以上餌葉 と樟蠶 の榮養 との關係について實験 したる結果を総括すれば,

1)ポ プラ葉を餌食せる樟蠶 の幼虫は発育旺盛活濃にして その脛過短縮 し管繭の時期早 し,

之に反し公孫樹葉を餌食せる幼虫は発育緩慢にして経過遅延す・

2)幼 虫期にポプラ葉を餌食せしものは 幼虫,蛹,成 虫の各期を通じて髄重著 しく大にして

樟葉を餌食せ しもの之に亜ぎ公孫樹葉を餌食せしものは著しく小なり。



3)絹 質物の生産量はポ プラ葉を摂取 せ しものに多 く,樟 葉を撮 りしもの之に次 ぎ公孫樹葉

を播 りしもの最 も砂 し。

4)幼 虫期にポプラ葉を餌食せしものは蛹の期間長 く,公 孫樹葉を餌食せ しものは短 し。

5)幼 虫期にポ プラ葉を摂取 せ し成虫は産卵数 多 く且つ卵の實重大 なり。 樟葉を食せしもの

之に次ぎ,公 孫樹葉を食せしものは産卵数少 く卵の實重又小な り。

6)ポ プラ,樟 及び公孫樹の三種植物の葉成分を比較せしに粗蛋 白質の量に著 しき差異あり。

ポプラ葉最 も多 く,樟葉之に次 ぎ公孫樹葉最 も砂 し。

7)公 孫樹葉を食せし幼虫の体液は.ポプラ葉を餌食せ し幼虫のそれに比 し水分多 く固形物殊

に蛋白質に著しく乏し。

8)蛹体 組成を比較せしに幼虫期にポプラ葉を食せ しものは脂肪及び グ リコーグンの蓄積量

に富み,樟 葉を食せしもの之に次ぎ公孫樹葉を食せ しもの最乏し。而しτ蛋白質量は之 と全

く反対の關係にあ り。

本實験を行ふにあた り懇篤なる御指導を賜 りたる奥田教授並に有盆なる助言を賜 りたる江

崎教授 に深甚の謝意を表す。

A・ 幼 虫期にポプラ葉を餌食Sし もの・

B・ 幼虫期に樟葉 を餌食せしもの・

C・ 幼虫rWl:公 孫 樹葉な餌食せ しもの・
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THE INFLUENCE OF FOOD UPON THE NUTRITION OF INSECTS

 (Resume) 

Shozo BITO

   The present experiment was undertaken to find the relation between the nutrition 

of insects and the kind of leaves they use for food. 

    Dictyoploca Japonica, commonly called " Kususan or Shiragataro," is common in 

Japan. It lives mainly on various leaves, such as those of the ginkgo, poplar, walnut, 

beech, oak, chestnut, camphor, lacquer, etc. 

   The author has investigated the nutritive value of plant leaves, such as poplar 

camphor and ginkgo. There is maked difference between them, poplar leaves being 

the most nutritive, camphor leaves second, and ginkgo leaves third in nutritive value. 

   When the insect is fed on poplar leaves, its larval growth is most rapid, its 

body weight and its production of silk matter and eggs is greatest ; and the 

content of glycogen and fat in its body is richest. When fed on camphor leaves, the 

conditions of growth and nutrition are ordinary. When fed on ginkgo leaves, they 

are poor. 

   The author came to the conclusion that such difference in the nutritive value of 

leaves is caused chiefly by the difference in their content of nitrogenous matter.


